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大阪出張から東京への帰りに重宝する最終のぞみ号
日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）

広
報
室
長斎

藤
　

浩
之
さ
ん

さ
い
と
う

ひ
ろ
ゆ
き

日本旅行
中間決算

経
常
利
益
５
億

万
円

営
業
収
益
が

％
増
加

ＫＮＴ―
ＣＴＨＤ


機
能
で
教
育
旅
行
を
支
援

「
旅
と
も
プ
ラ
ス
」運
用
開
始

JR新宿駅初乗り入れ
相鉄系

月日開業へ試運転

な
で
し
こ
丸
山
さ
ん
と

本
気
で
カ
ッ
パ
探
し

日
本
旅
行
が
ツ
ア
ー

酸
ヶ
湯
温
泉
を

全
館
貸
し
切
り

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
お
け
る

に
お
け
るる

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
人
材
採
用

令
和
時
代ラ

の
人
材材
採
用

中
嶋 

美
恵

　
こ
の
度
、
観
光
経
済
新
聞
さ

ま
か
ら
思
い
が
け
ず
お
声
掛
け

い
た
だ
き
、
紙
面
に
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
リ
ッ
ツ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役

の
中
嶋
美
恵
と
申
し
ま
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
キ
ャ
リ
ア
の
大
半

を
人
材
業
界
で
過
ご
し
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
現
在
当
社
で
特

化
し
て
い
る
バ
ス
運
転
手
の
採

用
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
の
人
材
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

や
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
書
か

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
当
社
は
、
２
０
１
４
年
に
バ

ス
運
転
手
専
門
の
求
人
サ
イ
ト

「
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
ｎ
ａ
ｖ
ｉ

（
ど
ら
な
び
）
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
以
来
、
バ
ス
業
界
に

特
化
し
た
人
材
採
用
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
、
今
年
７
月
、

サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
周
年

を
迎
え
、
日
本
全
国
約
４
０
０

も
の
バ
ス
事
業
者
さ
ま
の
バ
ス

運
転
手
求
人
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、


年
か
ら
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
で
開
催
し
て
い
る
バ
ス
運
転

手
専
門
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
「
ど

ら
な
び
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
は

回
を

数
え
、
延
べ
４
千
人
超
の
新
た

な
バ
ス
運
転
手
の
な
り
手
を
集

客
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
バ
ス
運
転
手
の
人
材
紹
介
」

（
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
有
料

職
業
紹
介
事
業
）
も
手
掛
け
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
メ

イ
ン
に
、
バ
ス
事
業
者
さ
ま
の

バ
ス
運
転
手
の
採
用
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
国
内
初
の
試

み
や
特
化
型
唯
一
と
い
っ
た
特

徴
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ

し
て
国
内
最
大
級
と
言
え
る
規

模
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
簡
単
に
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
９

６
９
年
（
昭
和

年
）
神
戸
市

生
ま
れ
の

歳
。
近
畿
大
学
法

学
部
を
卒
業
し
、
３
社
計

年

間
を
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤

め
た
後
、
２
０
１
１
年
に
リ
ッ

ツ
Ｍ
Ｃ
を
起
業
し
ま
し
た
。
ま

た
、

年
に
は
一
般
社
団
法
人

女
性
バ
ス
運
転
手
協
会
を
立
ち

上
げ
、
女
性
バ
ス
運
転
手
の
採

用
推
進
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新

卒
で
入
社
し
た「
お
ー
い
お
茶
」

「
充
実
野
菜
」
で
有
名
な
伊
藤

園
で
す
。
伊
藤
園
で
は
、
役
員

秘
書
、
営
業
管
理
、
総
務
、
経

理
、
人
事
、
広
報
、
社
内
監
査

な
ど
幅
広
い
業
務
を
経
験
。

「
お
客
様
を
第
一
と
し
、
誠
実

を
売
り
、
努
力
を
怠
ら
ず
、
信

頼
を
得
る
を
旨
と
す
る
」
と
い

う
社
是
は
、
毎
朝
の
朝
礼
で
社

員
全
員
が
唱
和
し
て
い
ま
し
た

の
で
今
も
頭
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
私
の
社
会
人
人
生

の
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
た
会

社
で
し
た
。

　
（
リ
ッ
ツ
Ｍ
Ｃ
代
表
取
締
役

社
長
兼
一
般
社
団
法
人
女
性
バ

ス
運
転
手
協
会
代
表
理
事
）

　
筆
者
は
東
京
に
在
住
し
て
い

る
が
、大
阪
へ
の
取
材
や
出
張
、

旅
行
に
お
い
て
は
飛
行
機
を
利

用
す
る
機
会
が
多
い
が
、
確
実

に
東
海
道
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」

を
利
用
す
る
の
が
、
大
阪
市
内

で
夜
に
会
食
が
あ
り
、
そ
の
日

の
う
ち
に
東
京
に
戻
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
だ
。

　
飛
行
機
の
場
合
は
、Ａ
Ｎ
Ａ
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
共
に
最
終
便
が
伊
丹
空

港

時

分
発
で
、

時
過
ぎ

に
は
大
阪
市
内
を
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

時
間
空
港
で
あ

る
関
西
空
港
で
は
、
昔
は
Ｊ
Ａ

Ｌ
の

時

分
発
の
最
終
便
が

あ
っ
て
重
宝
し
て
い
た
が
、
現

在
の
最
終
便
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の

時


分
発
で
、
遅
く
て
も

時
半

に
は
南
海
電
鉄
の
な
ん
ば
駅
か

ら
の
電
車
に
乗
る
必
要
が
あ

り
、
大
阪
で
夕
食
の
予
定
が
入

っ
て
い
る
と
少
し
厳
し
い
。

　
そ
ん
な
時
に
は
、
東
海
道
新

幹
線
の
東
京
行
き
最
終
列
車
と

な
る
「
の
ぞ
み

号
」
が
非
常

に
重
宝
す
る
。
新
大
阪
駅
の
発

車
が

時

分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
梅
田
周
辺
で
食
事
を
し
て

い
る
場
合
は
大
阪
駅

時
過
ぎ

の
Ｊ
Ｒ
京
都
線
に
乗
車
す
る
こ

と
で
間
に
合
う
ほ
か
、
ミ
ナ
ミ

（
難
波
周
辺
）
で
食
事
を
し
て

い
る
場
合
で
も

時

分
過
ぎ

の
乗
車
で
問
題
な
く
間
に
合

う
。

時
半
ま
で
食
事
が
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、

時
ス
タ
ー

ト
で
も
ゆ
っ
く
り
食
事
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。

　
の
ぞ
み

号
は
、
最
終
列
車

と
い
う
こ
と
で
途
中
駅
で
の

「
こ
だ
ま
」
や
「
ひ
か
り
」
の

追
い
抜
き
も
限
ら
れ
て
お
り
、

日
中
時
間
帯
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
最
高
時
速
２
８
５
㌔
で

運
転
さ
れ
、
新
横
浜
、
品
川
、

東
京
の
各
駅
到
着
が

分
以
上

早
い
。
新
大
阪
を

時

分
に

発
車
し
、新
横
浜
に

時

分
、

品
川
に

時

分
、
東
京
に


時

分
に
到
着
す
る
。
東
京
ま

で
の
所
要
時
間
は
２
時
間

分

と
い
う
短
さ
だ
。

　
の
ぞ
み

号
は
京
都
（

時


分
発
）、名
古
屋
（

時

分

発
）
か
ら
の
乗
車
も
可
能
で
あ

る
が
、
注
意
が
必
要
な
の
は
平

日
を
中
心
に
指
定
席
が
満
席
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

早
め
に
予
約
を
し
て
お
く
と
い

い
だ
ろ
う
。
グ
リ
ー
ン
車
は
繁

忙
期
で
な
け
れ
ば
直
前
で
も
ほ

ぼ
大
丈
夫
だ
。
ベ
ス
ト
な
活
用

法
は
、
の
ぞ
み

号
の
指
定
席

を
事
前
に
予
約
し
て
お
き
、
も

し
予
定
が
早
く
終
わ
っ
た
場
合

は
新
大
阪
駅
で
早
い
新
幹
線
に

変
更
す
る
方
法
も
あ
る
。
実
際

に
前
倒
し
す
る
利
用
者
も
多

く
、
発
車
直
前
に
な
る
と
満
席

だ
っ
た
新
幹
線
の
指
定
席
が
確

保
で
き
る
場
合
も
多
い
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
「
エ
ク
ス
プ
レ

ス
予
約
」
を
活
用
す
れ
ば
駅
に

行
か
な
く
て
も
空
席
状
況
を
確

認
で
き
る
の
で
便
利
だ
。

　
将
来
的
に
は
神
戸
空
港
の
運

用
時
間
を
現
在
の

時
か
ら


時
ま
で
に
延
長
す
る
動
き
が
あ

り
、
こ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
で

神
戸
空
港

時
台
の
羽
田
行
き

が
開
設
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
な
れ
ば

時
半
過
ぎ

に
大
阪
駅
を
出
て
も
間
に
合
う

の
で
飛
行
機
派
の
人
に
は
う
れ

し
い
だ
ろ
う
。
だ
が
当
分
は
の

ぞ
み

号
を
使
う
日
々
が
続
く

だ
ろ
う
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
◎
…
「
こ
れ

ま
で
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
業
務
に
長

く
関
わ
っ
て
き

た
が
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
伸
ば

す
に
は
、
海
外
旅
行
、
日
本
人
の
国
内

旅
行
、
こ
れ
ら
全
て
を
盛
り
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
に

来
て
勉
強
に
な
っ
た
。
持
続
可
能
な
観

光
先
進
国
を
目
指
し
て
各
分
野
の
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
国

内
外
に
対
し
て
日
本
の
旅
行
業
界
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。

　
◎
…
中
央
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し

１
９
８
８
年
、
日
本
旅
行
に
入
社
。
法

人
団
体
旅
行
や
企
業
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の

営
業
を
担
当
し
た
後
、
国
際
旅
行
事
業

本
部
海
外
営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
地

方
創
生
推
進
本
部
Ｖ
Ｊ
訪
日
推
進
室
長

な
ど
を
歴
任
。
今
年
４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
に
出
向
し
現
職
に
。

　
◎
…
日
本
旅

行
で
は
、
２
０

０
０
年
を
迎
え

る
ミ
レ
ニ
ア
ム

企
画
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
旅
行
を
２

千
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
同
行
者
を
含
め

る
と
５
千
人
を
送
客
す
る
企
画
に
携
わ

っ
た
。
「
準
備
段
階
も
含
め
て
１
年
ぐ

ら
い
か
か
っ
た
。
今
の
働
き
方
改
革
を

考
え
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
壮
絶

な
仕
事
だ
っ
た
。
そ
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
や
り
切
っ
た

こ
と
は
自
分
の
中
で
大

き
な
自
信
に
な
っ
た
」。

　
◎
…
大
学
時
代
は

「
ス
キ
ー
同
好
会
に
入

部
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
は

石
打
の
ロ
ッ
ジ
に
居
候

し
な
が
ら
ス
キ
ー
学
校

で
一
般
レ
ッ
ス
ン
を
担
当
し
た
。
石
打

を
起
点
に
、白
馬
岩
岳
、五
竜
と
お
み
、

志
賀
高
原
な
ど
の
ス
キ
ー
場
を
転
々
と

し
て
学
生
ス
キ
ー
大
会
に
ク
ラ
ブ
で
挑

戦
し
た
。
３
、
４
年
の
団
体
優
勝
が
一

番
の
思
い
出
だ
」
。
ス
キ
ー
は
現
在
も

趣
味
と
し
て
続
け
て
い
る
。

月
か
ら

３
月
ま
で
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
隔
週
ぐ
ら

い
の
頻
度
で
群
馬
県
な
ど
の
ス
キ
ー
場

に
１
人
で
向
か
う
。
１
９
６
４
年
生
ま

れ
の

歳
。　
　
　
　
　【
板
津
昌
義
】

（４）第３０００号 第３種郵便物認可 ２０１９年（令和元年）９月７日（土曜日）

関
根
課
長
（
左
）
と
淺
井
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー

　
日
本
旅
行
は
９
月

日
、

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
丸
山

桂
里
奈
さ
ん
と
「
本
気
で
カ

ッ
パ
を
見
つ
け
に
行
く
」
バ

ス
ツ
ア
ー
を
催
行
す
る
。
行

く
先
が
当
日
ま
で
秘
密
の
ミ

ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
。

　
丸
山
さ
ん
の
テ
レ
ビ
で
の

発
言
を
き
っ
か
け
に
実
現
し

た
企
画
。
「
丸
山
さ
ん
の
カ

ッ
パ
愛
に
賛
同
す
る
人
」

「
本
気
で
カ
ッ
パ
を
信
じ
て

や
ま
な
い
人
」

人
を
募
集

す
る
。

　
丸
山
さ
ん
と
の
２
シ
ョ
ッ

ト
写
真
撮
影
や
、
丸
山
さ
ん

か
ら
の
菓
子
と
サ
イ
ン
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
特
典
が
あ
る
。

　
朝
８
時
半
、
東
京
の
合
羽

（
か
っ
ぱ
）
橋
に
集
合
。
貸

し
切
り
バ
ス
で
目
的
地
に
向

か
い
、
当
日
午
後
５
時
半
に

東
京
駅
帰
着
。

　
９
月

日
ま
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
、
抽
選
で
参
加

者
を
決
定
す
る
。
代
金
大
人

１
万
５
千
円
。

　
日
本
旅
行
は
８
月

日
、

２
０
１
９
年
度
中
間
決
算

（
１
～
６
月
）を
発
表
し
た
。

子
会
社
を
含
め
た
連
結
で

は
、
営
業
収
益
が
前
年
同
期

を
５
・
８
％
上
回
り
（
２
５

４
億
３
１
０
０
万
円
）
、
営

業
利
益
１
億
円
、
経
常
利
益

５
億
６
５
０
０
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
確
保
し
た
。
法
人
税
な

ど
を
控
除
し
た
純
利
益
は
４

億
５
５
０
０
万
円
。
国
内
、

海
外
、
国
際
各
部
門
の
収
益

が
増
加
し
、
中
間
期
で
前
年

同
期
の
赤
字
か
ら
一
転
し
、

黒
字
を
確
保
し
た
。

　
日
本
旅
行
単
体
の
営
業
収

益
を
部
門
別
で
見
る
と
、
国

内
旅
行
が
前
年
同
期
比
７
・

２
％
増
の
１
４
１
億
１
９
０

０
万
円
。
海
外
旅
行
が
同
４

・
７
％
増
の

億
４
０
０
万

円
。国
際
旅
行
が
同

・
０
％

増
の

億
９
７
０
０
万
円
。

付
帯
事
業
が
同

・
７
％
増

の
６
億
３
２
０
０
万
円
。
全

て
の
部
門
で
前
年
同
期
を
上

回
っ
た
。
単
体
の
営
業
収
益

合
計
は
同
７
・
８
％
増
の
２

１
８
億
５
４
０
０
万
円
。

　
国
内
旅
行
商
品
の
赤
い
風

船
が
販
売
高
ベ
ー
ス
で
前
年

同
期
比

・
７
％
増
（
４
６

９
億
７
千
万
円
）
と
好
調
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の


連
休
効
果
や
、
改
元
を
記
念

し
た
商
品
展
開
、
国
立
公
園

に
焦
点
を
当
て
た
商
品
造
成

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
奏
功

し
た
。

　
国
内
団
体
は
同
０
・
６
％

増
（
３
３
７
億
６
７
０
０
万

円
）
。
企
業
の
招
待
旅
行
や

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
私
学
な
ど
学
校

関
連
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
系

イ
ベ
ン
ト
の
取
り
扱
い
拡
大

を
図
っ
た
。

　

年
通
期
の
業
績
予
想

は
、
連
結
で
営
業
収
益
５
２

２
億
１
千
万
円
。
営
業
９
億

１
千
万
円
、
経
常

億
９
千

万
円
、
最
終
９
億
８
千
万
円

の
そ
れ
ぞ
れ
黒
字
を
見
込

む
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス（
Ｈ
Ｄ
）は
１
日
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
教
育
旅
行
支
援
シ
ス
テ

ム
「
旅
と
も
プ
ラ
ス
」
の
運

用
を
開
始
し
た
。
旅
と
も
プ

ラ
ス
は
、
旅
行
前
か
ら
旅
行

中
、
旅
行
後
ま
で

の
機
能

が
教
育
旅
行
を
一
貫
サ
ポ
ー

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
。
教
育
旅

行
で
の
事
前
準
備
の
軽
減
や

旅
行
中
の
危
機
管
理
、
旅
行

後
の
思
い
出
づ
く
り
な
ど
を

一
元
管
理
、サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
旅
と
も
プ
ラ
ス
は
、
①
旅

の
し
お
り
②
グ
ル
ー
プ
編
成

③
日
程
表
④
班
別
行
動
⑤
Ｍ

ｙ
ペ
ー
ジ
⑥
ア
ル
バ
ム
⑦
旅

行
ガ
イ
ド
⑧
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
⑨
メ
モ
⑩
ア
ン
ケ
ー
ト
⑪

安
全
安
心
⑫
保
護
者
向
け
情

報
―
の

機
能
が
入
っ
た
シ

ス
テ
ム
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
へ
無
料
で
導

入
で
き
る
も
の
。
旅
行
前
、

旅
行
中
、旅
行
後
に
、生
徒
、

教
師
、
保
護
者
の
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
実
現
す
る
。

　
旅
行
前
は
事
前
学
習
の
サ

ポ
ー
ト
や
旅
の
し
お
り
、
班

別
行
動
の
作
成
、
書
類
の
一

括
管
理
に
よ
る
業
務
軽
減
、

保
護
者
へ
の
旅
行
内
容
や
準

備
の
周
知
。
旅
行
中
は
班
別

行
動
時
の
経
路
探
索
や
レ
ポ

ー
ト
な
ど
の
記
録
蓄
積
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
、
生
徒
の
安
否

確
認
。
旅
行
後
は
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
で
の
レ
ポ
ー
ト
作
成

や
確
認
、
ア
ル
バ
ム
機
能
で

の
思
い
出
共
有
な
ど
で
活
用

で
き
る
。

　「
こ
れ
ま
で
部
分
運
用
し
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
運
用

開
始
を
迎
え
た
。
特
に
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
で
は
、
旅
マ
エ

と
旅
ナ
カ
を
振
り
返
っ
て
資

料
を
作
成
す
る
な
ど
学
習
効

果
が
見
込
ま
れ
る
。
教
育
旅

行
を
通
じ
て
主
体
的
、
対
話

的
で
深
い
学
び
を
提
案
し
て

い
く
」
と
同
社
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は


月

、

日
、
秘
湯
「
酸
ヶ

湯
温
泉
旅
館
」
を
全
館
貸
し

切
り
す
る
企
画
「
日
本
一
の

大
イ
チ
ョ
ウ
『
ビ
ッ
グ
イ
エ

ロ
ー
』
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
　
秘

湯
の
一
軒
宿
・
酸
ヶ
湯
温
泉

旅
館
全
館
貸
切
３
日
間
」
を

催
行
す
る
。
開
業
以
来
初
め

て
の
同
館
全
館
貸
し
切
り
と

な
っ
た
６
、
７
月
の
企
画
開

催
時
に
は
４
５
５
人
を
集

客
。
今
回
は
２
回
目
の
企
画

と
な
る
。
旅
程
は
、
東
京
駅

発
着
。
通
常
混
浴
の
「
ヒ
バ

千
人
風
呂
」
＝
写
真
＝
を
男

女
別
入
れ
替
え
制
で
入
浴
可

能
に
す
る
。

　
酸
ヶ
湯
温
泉
旅
館
は
、
昔

な
が
ら
の
素
朴
な
風
情
を
残

す
八
甲
田
山
の
一
軒
宿
で
、

「
秘
湯
」
と
称
さ
れ
る
温
泉

を
楽
し
む
客
で
連
日
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
中
で
も
約
１
６

０
畳
あ
る
広
さ
に
四
つ
の
温

泉
が
設
け
ら
れ
る
「
ヒ
バ
千

人
風
呂
」
が
名
物
と
し
て
有

名
だ
。
天
井
ま
で
の
高
さ
約

５
㍍
の
空
間
に
は
柱
が
一
つ

も
な
く
、
木
材
に
は
青
森
県

産
の
ヒ
バ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
て
い
る
。

　
旅
行
代
金
は
、
大
人
１
人

５
万
９
９
０
０
円
か
ら
。
酸

ヶ
湯
温
泉
で
の
宿
泊
の
ほ

か
、
日
本
一
の
大
イ
チ
ョ
ウ

「
北
金
ヶ
沢
の
イ
チ
ョ
ウ
」

の
見
学
や
Ｊ
Ｒ
五
能
線
の
乗

車
、
黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉

の
入
浴
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
酸
ヶ
湯
温
泉
全
館
貸
し
切

り
企
画
は
、
名
古
屋
、
大
阪

や
仙
台
発
の
コ
ー
ス
も
設
定

し
て
い
る
。

　
相
模
鉄
道（
相
鉄
）と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
２
日
、

月

日

に
予
定
し
て
い
る
「
相
鉄
・

Ｊ
Ｒ
直
通
線
」
の
開
業
に
向

け
、相
鉄「
１
２
０
０
０
系
」

車
両
の
試
運
転
と
し
て
Ｊ
Ｒ

新
宿
駅
へ
の
初
乗
り
入
れ
を

行
っ
た
。
開
業
に
向
け
、
乗

務
員
の
訓
練
運
転
や
車
両
の

性
能
な
ど
各
種
試
験
に
取
り

組
む
。

　
試
運
転
さ
れ
た
同
車
両

は
、
相
鉄
線
海
老
名
駅
と
新

宿
駅
を
結
ぶ
も
の
で
、
２
日

午
後
０
時

分
に
新
宿
駅
５

番
ホ
ー
ム
に
到
着
し
た
。
同

線
開
業
で
横
浜
市
西
部
や
神

奈
川
県
県
央
部
と
東
京
都
心

部
へ
の
速
達
性
が
向
上
す
る

ほ
か
、
横
浜
駅
や
Ｊ
Ｒ
線
な

ど
既
設
路
線
の
混
雑
緩
和
や

乗
換
回
数
の
減
少
を
実
現
す

る
。
ま
た
、
朝
時
間
帯
の
一

部
列
車
は
大
宮
方
面
へ
直
通

運
転
す
る
予
定
だ
。
使
用
車

両
は
、
相
鉄
が
１
２
０
０
０

系
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
埼
京
・

川
越
線
用
Ｅ
２
３
３
系
。

　
同
日
の
試
運
転
公
開
で

は
、
相
鉄
車
両
課
の
関
根
雅

人
課
長
が
「
異
常
時
を
想
定

し
な
が
ら
、
明
日
以
降
も
試

運
転
を
行
い
、
万
全
を
期
し

て
開
業
に
臨
み
た
い
」
と
述

べ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
運
輸
車

両
部
の
淺
井
琢
雄
車
両
運
用

計
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
「
す
で
に
相

鉄
区
間
で
の
試
運
転

を
済
ま
せ
る
な
ど
、

営
業
運
転
に
必
要
な

区
間
で
車
両
の
試
運

転
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、混
雑
が
予
想

さ
れ
る
駅
で
は
臨
時

改
札
や
新
ホ
ー
ム
の

設
置
な
ど
を
含
め
対

応
を
検
討
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。




